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【目的】アジピン酸はナイロンやポリエステルの原料として世界で年間約 300
万トン以上シクロヘキサンから 2 段階で製造されている。その合成方法は環境面

で問題を残しているため、これまでに多くの代替法が開発されてきた(eq 1) 1)。こ

れらの反応は転化率や選択性が高くなく、高温、高圧を必要とする場合が多い。

また、重金属触媒を用いた報告例が多く環境への調和性は低いと考える。一方、

我々はトリフルオロ酢酸中、硝酸塩を用いた効率的な酸化方法の研究を行ってき

た。これまでにシクロヘキサンから直接アジピン酸へ酸化する方法(eq 2)2)を開発し

たが、当量の重金属の使用や収率の面で不十分であった。これらを踏まえ、これ

まで開発した反応に NHPI 誘導体を添加することで、金属フリー環境調和型アジピ

ン酸合成法の開発を試みた。 

【方法・結果】常温で、触媒として NHPI 誘導体を用いてトリフルオロ酢酸中、

70%硝酸を加えて撹拌すると目的とするアジピン酸が最高 99%収率で得られた 3)。 
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